
インフォテック

鈴来氏：Create!Webフロー

を選択した理由は簡単。各種

の申請・認知においては、紙

の書類に印鑑を押すという

従来の業務がそのまま電子

化されているので現場の人

たちも容易に馴染めたから。

システムというのは、投入時に現場はさわることさえ躊躇

するものです。だがCreate!Webフローの場合、従来の

書類がパソコンに入ったようなものだからこそそれが

なかった。

斉藤氏：数十社にも及ぶベンダーのワークフロー製品を検
討しました。経営サイトでも極力短期で効果を生み出す意向

でしたので、投入後の馴染みやすさは重要な問題でした。

なりますが、Create!Webフローは、必要最小限度で組み
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Create!Webフローの場合、サブスクリプションサービス

(利用料金による支払い)が用意されていました。

加納氏:Create!Webフローを投入しても、当初は作業

います。これについては、C r e a t e !W e bフローでしかCrea te ! Webフローにのせていませんが、これ

Create!Webフロー製品には、利用料金でご利用

Create!Webフローが、安全に運用できるように投入


